
 
 
 

 
令和 6 年 8 月記事更新 

    （株）ＳＩＰシステム  

－はじめに－ 

 

本システムは、土地改良事業設計基準「ため池整備（H27/5）」、「耐震設計（H27/5）」およ

び「耐震設計の手引き（H16/3）」に準拠した堤体の安定計算を行うシステムです。 

本システムでは、ダムやため池の堤体に特化することで堤体形状寸法及び水位を入力すれ

ば浸潤線の座標値を自動生成、迅速に検討断面の設定が可能です。解析手法は「円形すべり

面スライス法」による「静水圧を無視した解析（d手法）」で行いますが、「下流側斜面の浸潤

以下のＴ荷重をγsat」とする機能も備えています。また、液状化の判定による「耐震基準に

よる⊿u法（全重量を考慮）」による解析も可能です。  

 

 

 

  

堤体型式は「均一型」「傾斜遮水ゾーン型」「中心遮水ゾーン型」「表面遮水壁型」から、

ドレーンは「法先ロック」「法先積ブロック」「水平（立上）ドレーン」が可能。 

堤体形状寸法を入力すれば躯体の座標系は自動生成、基礎部および旧堤体部については

座標値によるブロックの構成が可能。また、座標原点は「標高等」の入力変更も可能。 

検討ケースは、完成直後/常時満水時/設計洪水時/水位急降下時/液状化時/サーチャージ

/中間水位について可能。また、入力された水位で浸潤線を自動生成（座標値）します。 

解析は、「静水圧を無視したｄ法（有効重量）」で行い「下流側斜面の浸潤線以下」の層

のＴ荷重はγsat で計算。また「液状化の場合の⊿u 法（全重量）」の解析も可能。 

上載荷重として堤体上面に集中荷重や分布荷重を任意に考慮可能。 

円弧すべり法によるメッシュの指定は、上流側、下流側に座標設定や半径指定による指

定が可能。計算結果により最小安全率及び最大抑止力を画面表示。 

計算書は、プレビュー画面にて内容確認後、印刷が可能。計算書の出力は、入力データ

印刷、計算書出力、分割詳細印刷、断面図の作図の印刷出力等が可能。 

計算結果後、指定円弧に対して堤体断面図の作成が検討ケース毎に出力が可能。 
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堤体の安定計算システムの主な操作画面 
 

１．起動画面とその概要 

プログラム起動後のメインメニュー画面。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①ワークエリア 

入力データシートのワークシートが表示されるエリアです。複数のワークシートを表示可能です。 

②データ入力フレーム（タブ） 

データ入力を行うフレームです。データ入力は、入力項目（タブ）別に行います。 

③ツールバー 

データファイルの読み込みや印刷機能など使用頻度の高い操作をアイコン化し配置しています。 

 
 

 

 

 

 

 

 

④メニューバー 

メニューバーの各項目をクリックすると、プルダウンメニューが表示され機能を選択できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 



⑤ワークシート（堤体図） 

データ入力フレームにおいて、各入力項目のデータが完了した時点で本シート内に堤体形状や 

ドレーンメッシュ等がイメージ表示されます。 

また、計算実行後に検討ケース 

毎に最少安全率の円弧断面のイメ 

ージ表示が可能です。 
 

 

 

 

 

２．形状入力画面 
 「傾斜透水ゾーン型+法先積ブロック」を選択した場合の入力画面です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜堤体外形寸法の入力＞ 

堤体の外形寸法を入力する項目です。 

外形寸法は、前面の幅方向を「Ｂf1～」高さ方向を「Ｈf1～」に入力し、背面側は幅方向を「Ｂb1～」 

高さ方向を「Ｈb1～」から順に入力 

します。 

最大 20 多段面の指定が可能です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



＜堤体形状の座標原点位置の変更＞ 

 本システムでは、原点座標（0,0）を基礎地盤線と堤体前面側勾配線の 

下端との交点（右図）としています。 

よって、この原点位置を起点としてその他の座標値（地表面座標、旧堤 

体部、基礎地盤、浸潤線座標等）が表示されますが、標高等を考慮した 

座標値を指定したい場合「□原点（堤体内側下端）の座標値を変更する。」 

にチェックマークし変更したい原点座標を 

入力します。 

 原点座標は「X、Y」（ｍ）をそれぞれ入力 

する事が可能です。 

尚、本項目で任意の座標値を入力した場合 

下記項目について適用した座標値に相対変位 

されます。（変更される主な項目）  

・堤体寸法画面で、地表面座標，旧堤体 

基礎地盤の座標入力部 

・浸潤線画面での侵出面、水位、浸潤線座標 

・すべり面画面で、中心点メッシュ、通過 

点(左右)、底部(左右)、接線(左右)、ネバーカットライン。 

・コピーペーストでの座標入出力 ・計算結果表示画面  ・計算書、上記に加え、中心座標等 
 

＜形式選択による堤体形状＞ 

タブ「概要」の項目で指定した「堤体工法」のイメージ図は下図の通りです。 

入力項目が、堤体工法により若干異なります。（入力不要項目は、グレー表示となります） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜旧堤体・基礎地盤等＞ 

 旧堤体部および基礎地盤（第 2 ブロック以降）のブロック入力項目です。 

設定方法は、「新規」で追加ブロック 

追加登録し、座標値を入力して構築 

します。 

複数のブロックを登録した場合は、 

その表示順（表示の優先順位））を表 

内で指定します。 
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３．ゾーン・特性値  

各ゾーンの寸法および特性値を入力する項目です。 

「ゾーン・特性値」のタブをクリックすると、左フレーム内にゾーンの入力項目が、右側に「記号説明図」 

と前項目「堤体寸法」で入力された堤体形状の 

イメージ図が表示さ 

れます。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜ドレーン寸法の入力＞ 

 タブ「概要」で指定したドレーンタイプを選択した入力項目です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．荷重  

上載荷重および設計水平 

  震度の入力項目です。 

上載荷重を考慮したい場合 

本項目で入力を行います。 

最大 30 個の荷重を考慮可 

能です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

法先ロック 法先積みブロック 水平ドレーン 立上りドレーン 



５．浸潤線  

浸潤線の計算を行う為の水位の入力項目です。 

 本システムでは、貯留水位を入力すると 

浸潤線を自動計算し堤体イメージ図上に 

描画します。また、生成された座標値の 

修正も可能です。 

 

 

 

 

 

 

６．下流側斜面の浸潤線以下のT成分荷重について 

堤体の下流側斜面に円弧すべりの解析を行う場合、そのスライス円弧内に浸潤線がある場合、浸潤 
線以下の層については、貯水位（下流側）が無いのでＴ成分荷重（すべり力）については、γw を考慮 
しない（γsat となる）との考えを採用しています。（2020/2/9 通達） 

但し、本システムでは従来の手法も考慮できるように「Ｔ成分荷重」について「・γw が作用する」 
「・γw が作用しない（推奨）」の機能を設けています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 基準書による 

堤体の安定計算 

解析のモデル図 

は、上流側のみ 

が主流（表記） 

となっています 

が、弊社システ 

ムでは、下流側 

の浸潤線以下の 

層に於けるモデ 

ル図と計算式を 

表示しています。 

 

 

 



７．すべり面 

円弧滑り面のメッシュの座標位置と解析する円弧の半径、またネバーカットの指定を行う項目です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８．計算実行  

   計算実行および計算実行後に表示される画面です。 

        

   上流側と下流側の計算結果は、表示されている「タブ」をクリック 

して切り替えを行います。 

ワークシート内の最少安全率等のイメージ図も切り替わります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



９．印刷実行  

計算結果後の印刷出力の設定項目です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

＜断面図の作図＞ 

断面図の作図が可能です。印刷対象は、「分割詳細印刷」と同様ですが、断面図の場合は、 

印刷の「スケール」および「用紙サイズ」を指定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


